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設立の目的
基礎研究の成果をいち早く臨床の場にフィードバックすることを目的とし、
2 極化する基礎医学と臨床医学との橋渡しを行う。また、将来このような
研究を展開できる人材を育成する。

設置期間
平成 20 年 10 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日　（第 1 期）
平成 24 年  4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日　（第 2 期）

寄附者
■ 第 1 期
社会医療法人北斗  北斗病院	 理事長	 鎌田　一
協和発酵キリン株式会社	 代表取締役社長	 花井　陳雄
ダコ・ジャパン株式会社	 代表取締役社長	 伊佐　正弘

■ 第 2 期
社会医療法人北斗  北斗病院	 理事長	 鎌田　一
協和発酵キリン株式会社	 代表取締役社長	 花井　陳雄

スタッフ
教授（兼任）	 田中　伸哉
特任教授（専任）	 西原　広史
特任助教（専任）	 王　磊
特任助教（兼任）	 瀧山　晃弘（2014.4.1～11.30）
特任助教（兼任）	 木村　太一(2014.12.1～）
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　本探索病理学講座は多くの関係者の御尽力のもと2008 年の 10 月に開講しまし
た。第 1 期は 3 年半、現在は第 2 期（5 年予定）の中間期です。今回これまで
支援いただいたご関係の皆様への御礼として、中間報告書を作成致しました。
　本年 5 月現在、北海道大学には現在寄附講座が 21 で、医学研究科には 10 講
座あります。北大のホームページによると、寄附講座とは「教育研究の奨励を目的
とする民間機関等からの寄附を有効に活用して、本学の自主性及び主体性のもとに
講座・研究部門を設置・運営し、本学における教育研究の豊富化、活性化を図る
制度です」とあります。本探索病理学講座も、この大目標を達成するため日夜邁進
しています。
　特に近年は患者さんの病気の個性に合わせた治療、すなわち個別化医療を推進
することが先進医療の流れの１つとなっておりますが、本講座は病理学の立場から、
臨床医学と連携を深めることで、この方向性の医学の発展に貢献していくことを目指
しております。
　北大病院を中心として、道内外の臨床研究を推進されている先生方との共同研
究を発展させるため、「北海道探索病理学研究シンポジウム」も毎年秋に開催して
おりますが、毎年多くの興味のある医師、大学院生、学生が集まっており、熱気を
感じております。ご協力いただいている関係の方 に々改めて御礼申し上げます。
　また本年からさらなる本講座の発展を期して、西原広史先生が特任教授として審
査・承認後 1 月 1 日付けで発令されます事を、御報告申し上げます。
　今後ともご関係の皆様方の御指導・御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2015 年　新  春

教授（兼任）  田中　伸哉
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　新年、明けましておめでとうございます。御関係の皆様方におかれましては益 ご々
健勝のことと存じます。探索病理学講座は 2008 年 10 月に創立し、2012 年 4 月
からは第 2 期がスタート致しました。創立から通算しますと早くも約 6 年が過ぎたこと
になりますが、この間の探索病理学講座の歩みは、世界における橋渡し医療の急速
な発展と共にあった…と言っても過言ではありません。2006 年に誕生した iPS 細胞
は、再生医療に無限の可能性を与え、2012 年の山中伸弥教授のノーベル生理学・
医学賞の受賞へと繋がりました。また、2007 年に次世代シークエンサーが登場して
ゲノミクスが爆発的なスピードで進んだことにより、臨床の現場で遺伝子レベルでの
個別化診断が既に始まっています。しかし、急速に発展する最先端医学と医療現場
の距離はますます広がる一方であり、当講座の理念である、「基礎研究の成果をい
ち早く臨床の場にフィードバックすることを目的とし、2 極化する基礎医学と臨床医学
との橋渡しを行う」ことは、まさしくこの時代のニーズを反映したもので、その中核
を進んで来ることが出来た…と自負しております。
　今回、これまでご支援・ご指導いただいている皆様への第 2 期中間点のご報告と
して活動の記録をまとめましたので、ご高覧下さいますよう、お願い致します。尚、
私事ですが、この 1 月 1 日より特任教授を拝命することとなりました。これも一重に、
皆様方のご指導・ご支援の賜物と、深謝致しております。これからも教室員一同、研究・
教育・病理活動に邁進していきたいと存じますので、引き続きご厚情を賜りますよう、
宜しくお願い申し上げます。

2015 年 1 月

特任教授　西原　広史
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教 授 田中　伸哉 M.D. Ph.D. 病理専門医、
探索病理学講座兼任、
連携研究センター兼任

特 任 教 授 西原　広史 M.D. Ph.D. 病理専門医、
探索病理学講座所属、北大病院
臨床研究開発センター兼任

講 師 谷野　美智枝 M.D. Ph.D. 病理専門医
津田　真寿美 Ph.D. 

連携研究センター兼任
特 任 助 教 木村　太一 M.D. Ph.D. 病理専門医、

北大病院臨床研究開発センター
所属、探索病理学講座兼任

仙葉　慎吾 Ph.D. スポーツ医学分野所属、
連携研究センター兼任

王　磊 Ph.D. 探索病理学講座専任
石田　雄介 M.D. Ph.D. 病理専門医、

北大病院所属
※釧路労災病院出向中

加藤　容崇 M.D. Ph.D.
客 員 教 授 藤岡　保範 M.D. Ph.D. 病理専門医
客 員 研 究 員 市原　真 M.D. Ph.D. 病理専門医

Roshan Mahabir M.D. Ph.D.
学 術 研 究 員 瀧山　晃弘 M.D. Ph.D. 病理専門医

Aiman Zidan M.D. Ph.D.
技 術 職 員 中瀬　健一 臨床検査技師、

分子病理学分野兼任

技 術 員 佐藤　真実 臨床検査技師
技 術 補 佐 員 森谷　純 臨床検査技師

竹浪　智子 臨床検査技師
漆戸　万紗那 臨床検査技師

技 術 補 助 員 遠藤　明子 臨床検査技師
技 術 補 佐 員 岡田　佳奈子 実験助手
共 同 研 究 員 毛利　普美 臨床検査技師
事 務 補 助 員 杉浦　愛実 教授秘書
事 務 補 佐 員 松田　愛子 研究室秘書
博士課程3年 小丹枝　裕二 M.D. 消化器外科Ⅰ所属
博士課程2年 石川　麻倫 M.D.

湯澤　明夏 M.D.（CLARCプログラム）
遠藤　大介 M.D. 婦人科所属
野口　美沙 M.D. 消化器外科Ⅱ所属

博士課程1年 鈴鹿　淳 臨床検査技師
谷川　聖 M.D. （CLARCプログラム）
西上　耕平 M.D.

修士課程1年 橋本　大輝 臨床検査技師
堀尾　瑠奈 臨床検査技師

共 同 研 究 生 後藤　佳子 （博士4年）スポーツ医学分野所属
和田　進 （博士3年）スポーツ医学分野所属

大 学 院 生 吉田　一彦 （博士2年）
東京女子医大泌尿器科所属

研 究 生 二本松　明 北海道鍼灸専門学校所属

教室メンバー（腫瘍病理学分野・探索病理学講座） 2015.1.1現在

2014年9月撮影
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　当寄附講座は、社会医療法人北斗病院、㈱協和発酵キリ

ン、ダコ・ジャパン㈱からの寄附により平成二十年十月一

日に開講し、平成二十四年三月にて第1期を終了致しまし

た。開講した平成二十年は、疾患の分子レベルでの研究・解

明が盛んにおこなわれ、一方で治療法の専門化・高度化が

進むことで基礎と臨床の二極化が顕在化した時期でした。

そうした背景の中で、当講座はその両者を繋ぐ橋渡し部門

（translational research）としてスタート致しました。英

語名でTranslational Pathologyと訳されるこの講座の設

立目的は、基礎的病理研究から生まれたアイデアを実際の

病理診断の現場、ひいては治療の場に応用するための橋渡

しをすることにありますが、そのシーズ（種）を探す、という

言葉の意味から探索病理、と名付けられました。

　第1期の期間中は、「脳腫瘍の集学的診断・治療法の開発」

「血液腫瘍の分子病理学的診断センターの創立と、DOCK

ファミリー蛋白を標的とした分子標的治療の開発」「腫瘍の

プロファイリングによるオーダーメード癌治療の基盤作成」

の3つのテーマを掲げ、実際の臨床現場へのフィードバック

を目指して研究に邁進して参りました。その間、前の中間報

告にも記載致しましたように、多くの研究業績を挙げる一方

で、北斗病院に病理外来を開設するなど、基礎と臨床現場

との橋渡しといった講座設立の目標をある程度達成するこ

とが出来たと自負しております。しかし、医学の進歩は本当

に早く、2011年頃からは分子標的治療薬が急速に普及し

て個別化診断・治療が求められ、また次世代シークエンサー

の登場によって急速なゲノミクスの発展が起こり、遺伝子

レベルでの診断が求められる時代に突入しました。すなわ

ち、これまでの分子レベルでの橋渡し研究から、さらに遺伝

子レベルでの橋渡し研究が必要となったわけです。こうした

状況に対応すべく、当講座は2012年4月より5年間（～平

成29年3月）の第2期がスタートいたしました。この第2期で

は、「脳腫瘍診断センターの創立と新規集学的診断・治療法

の開発」「血液腫瘍の分子病理学的診断センターの創立と、

DOCKファミリー蛋白を標的とした分子標的治療の開発」

「腫瘍のプロファイリングによるオーダーメード癌治療の

基盤作成とケミカルライブラリースクリーニング系の開発」

「テレパソロジー中核拠点の創出」の4つのテーマを掲げ

ております。現在、西原（特任教授）、王（特任助教）、木村（特

任助教;臨床研究開発センター兼任）の3名のスタッフが中

心となり、腫瘍病理学分野の教室員と共にこれらの課題に

取り組んでおり、また平成24年11月より西原が、北海道大

学病院臨床研究開発センター（旧高度先進医療支援セン

ター）の生体試料管理室（バイオバンク）の室長を兼任し、病

理検体・血液検体のバンキングと同時に次世代シークエン

サーを用いたクリニカルシークエンスの立ち上げを行い、

将来的な遺伝子レベルでの個別化診断を見据えた臨床研

究や病理主導型治験を中心的に進めております。

　第2期も残り2年3か月となりましたが、新しい病理診断

技術の開発や、病理主導型治験の推進など、さらに臨床医

学への還元を目指して研究を展開して参りますので、今後

とも御指導、御鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

（特任教授 西原広史）

探索病理学講座について
Department of Translational Pathology
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　平成24年11月より、西原が室長を兼任している生体試料管理室（Translational Research Laboratory；通称バイ

オバンク）は、臨床研究中核病院整備事業の一環として、患者さんから採取された種々の生体試料（組織、血液等）を合目

的に処理・保管し、先行的な解析を行って臨床研究を推進するための専門部署として北海道大学病院臨床研究開発セン

ター（旧高度先進医療支援センター）内に設立された。

　平成26年4月に竣工した生体試料管理室は、他の施設で行われている網羅的な生体試料のバンキングとは異なり、特

定の臨床研究に対して能動的な組織採取を行い、先行的な遺伝子変異・発現解析を行って臨床研究データを取得すると

ともに、診療に必要な解析結果を速やかに臨床医にフィードバックすることができる。一方、解析の残余検体は、他の臨床

研究に後日用いることを想定し、必要な核酸を抽出した上でバンキングする。こうしたコンセプトは、近い将来に日常検査

として行われるであろう遺伝子レベルでの個別化診断を見据えたものであり、「貯める」ことよりも「使う」ことを優先して考

案されたシステムである。

　生体試料管理室は、病院管理棟の3F北側に設置され、「保存エリア」「オフィスエリア」「分析エリア」「病理エリア」の4つ

の区画を合わせて総床面積が約440㎡と、診療施設併設型のバイオバンクとしては国内屈指の規模を誇る。生体試料の

バンキングのデータベースは、大学病院の電子カルテのインターフェースを利用して連動させており、検体採取のオー

ダーは、通常の検査オーダー画面上から行うことができる。登録された患者は匿名化ID番号が付与され、必要なバーコー

ドなどが自動発行されると同時に、必要な診療情報が自動的に電子カルテから引き出され、バンキングデータベースに保

管される。血液サンプル（血清・血漿）は検体前処理分注装置（日立アロカ）にて指定された量に自動分注され、バーコード

ラベルを付記して保管・管理される。組織検体の保管は、基本的に全症例において次世代の組織固定液として注目されて

バイオバンクについて

場所：北大病院管理棟3F
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いるPAXgene Tissue System（QIAGEN）によるPFPE（PAXgene 

Tissue fixed paraffin embedded）検体を作成することとした。そ

の結果、通常のFFPE（Formalin fixed paraffin embedded）検体

同様にHE標本及び免疫染色により組織像を確認した上で、凍結材料

と同等レベルの良質な核酸の抽出を行うことができ、また残余検体は

パラフィンブロックのまま長期保管が可能である。さらにPAXgene 

Tissue Containerを利用することで、他施設での検体の採取・送付・

処理が簡便となり、北海道外の施設からの検体受入も行っている。こ

れらの検体からの核酸（DNA, RNA）の抽出は、全自動核酸抽出装置

（QIAsymphony®　QIAGEN）を導入することで、高品質且つ均

質な核酸抽出を実現し、今後は血液中の遊離核酸の自動抽出も行

う予定である。こうした核酸を解析する機器として、次世代シークエ

ンサー（MiSeq®　Illumina）、リアルタイムPCR（OneStep Plus®　

Applied Biosystems）、バイオアナライザ―2100（Agilent）、デジ

タルPCR （QuantStudio3D®　ライフテクノロジー）など、最先端の

機器を揃えており、次世代シークエンサーについては既に150症例以

上の腫瘍組織の解析を完了した。

　日本国内では既に、バイオバンクジャパン、東北メディカルメガバン

クなど、いわゆるメガバンクプロジェクトが複数稼働している一方で、

診療施設に併設する形のバイオバンクは、診療科単位でのバンキング

など限られた範囲の活動に留まっており、どのような施設にどの程度の規模のバンキングがあるのか、といった全体像は

把握できていない。しかし、診療施設併設型バイオバンクは、「合目的な高い品質管理が可能」であり、「診療情報と直結し

た生体試料の確保」が成され、また「迅速かつ少数検体の解析を行い、診療へフィードバックする」といった特徴を有してお

り、診療現場におけるニーズは今後急速に高まると思われる。当生体試料管理室は、こうした診療施設併設型バイオバン

ク、すなわちクリニカルバイオバンクのモデルケースとなれるよう、設備の拡充・システムの構築中である。さらに、こうした

クリニカルバイオバンクの検体採取・保管の方法論が、近い将来に日常検査として診療施設レベルでゲノム診断（クリニカ

ルシークエンス）を行う上での基盤となることを期待している。

（西原  広史）
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第 1 回 北海道探索病理学研究シンポジウム

セッション1 <Virus>
座長　澤　洋文

演題 1 	 Plenary talk：澤　洋文
（北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター）
「人獣共通感染症リサーチセンターにおける活動－感染症
に対する細胞生物学的研究および疫学的研究－」

演題 2 	 奴久妻　聡一
（神戸市環境保健研究所微生物部）
「JCウイルスを持続産生するJCI細胞の樹立とその応用に
ついて」

演題 3 	 長谷川　秀樹
（国立感染症研究所感染病理部）
「経鼻インフルエンザワクチンの開発」

演題 4 	 鈴木　忠樹
（国立感染症研究所感染病理部）
「JCウイルス増殖機構における後期調節タンパク質
agnoproteinの役割」

セッション2 <シグナル伝達>　
座長　松田　道行

演題 5 	 Plenary talk：松田　道行
（京都大学大学院医学研究科病態生物医学）
「生きた病理形態学を目指して」

演題 6 	 望月　直樹
（国立循環器病研究センター研究所細胞生物学部）
「MST先生との研究により明らかにしつつある新規シグナ
ルとMST-K調節機構解明に向けて」

演題 7 	 大場　雄介
（北海道大学大学院医学研究科）
「蛍光蛋白質を用いたCML薬剤感受性判定法の開発」

演題 8 	 寺井　健太
（国立循環器病センター）
「生きた個体内においてβカテニンの転写活性を組織特異
的に解析する」

セッション3 <外科病理>　
座長　伊藤　智雄

演題9 	 Plenary talk：伊藤　智雄
（神戸大学医学部病理学講座病理診断学分野）
「神戸の地に病理診断科を興す」

演題 10 	 太田　聡
（千葉大学医学部附属病院病理部）
「メルケル細胞癌や代表的な皮膚腫瘍におけるメルケル
細胞ポリオーマウイルスの解析」

演題 11 	 西原　広史
（北海道大学大学院医学研究科探索病理学講座）
「病理学における橋渡し研究；個別化病理診断の基盤作
成：癌のテーラーメード治療の確立」

演題 12 	 久保田　佳奈子
（北海道大学病院病理部）
「中枢神経原発びまん性大細胞型B細胞リンパ腫に対する
検討」

セッション4 <現在の第二病理>
座長　田中　伸哉

演題 13 	 Plenary talk：田中　伸哉
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野）
「明日の病理学を目指して：北大第2病理2011」

演題 14 	 谷野　美智枝
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野）
「膠芽腫及び肺癌におけるEMTの関与」

演題 15 	 木村　太一
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野）
「Synovial sarcoma initiating cellの同定を目指して」

演題 16 	 王　磊
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野）
「脳腫瘍におけるシグナル伝達アダプター分子Crkの役割の
解析と新規シグナル阻害剤スクリーニングシステムの開発」

演題 17 	 高阪　真路
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野）
「グリオーマ抗がん剤耐性機序の解明と個別化治療への応用」

Closing remarks　西原　広史

第 1 回　北海道探索病理学研究シンポジウム
日 時：平成23年10月1日㈯13時より　場 所：ホテルニューオータニイン札幌

Opening Remarks　田中　伸哉
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懇親会の様子。左から二人目が西原先生

田島同門会長（当時）

左から岡田先生、長嶋先生、田中先生、
岡田（寺井）先生

左から大場先生、長嶋先生、京大の松田先生田中先生

後列左から長谷川靖先生、高見さん、太田先生、
前列左から高橋礼典先生、伊藤智雄先生、
奴久妻先生

受付。左から木村（野田頭）、
明坂、松田、須藤（斉藤）

高橋先生、長嶋先生、田島同門会長、
牧先生、長嶋先生のご令嬢千鶴子さん

コーヒーブレイク。
真ん中は国立感染研の長谷川先生

野島先生懇親会にて。北斗病院鎌田理事長

左から高橋先生、藤岡先生、勝木先生、望月先生、山城先生、村岡先生

佐藤技師から長嶋北大名誉教授へ
花束贈呈

左から望月先生、長嶋先生、
古田先生

王先生
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第 2 回 北海道探索病理学研究シンポジウム

～探索医療・基礎と臨床の連携：アジアとのコラボレーションを目指して～
“Clinicopathological advancement of translational medicine：Collaboration between Asian countries”

日 時：平成24年10月6日㈯13時より　場所：ホテルニューオータニイン札幌
協 賛：イムノサイエンス株式会社、株式会社ムトウ、株式会社モルフォテクノロジー

第 2 回　北海道探索病理学研究シンポジウム

Session 1（English）
Theme : 脳腫瘍／イメージング　Brain tumor/Imaging
座長 Chair : 田中　伸哉　Shinya Tanaka

1 	 “Molecular and pathological analysis of 
malignant glioma: from tissues to therapeutic 
reagents”
田中　伸哉　Shinya Tanaka
Hokkaido Univ.（日本）

2 	 “State-of-the-art Neuroimaging and 
Intraoperative Monitoring for Maximal Tumor 
Resection”
鎌田　恭輔　Kyosuke Kamada
Asahikawa med. Univ.（日本）

3 	 “Nodal promotes growth and invasion in human 
gliomas”
李　進成　Chin-cheng Lee
Taipei Medical Univ.（台湾）

Theme : 神経変性疾患　Neurodegenerative disease
座長 Chair ： 矢部　一郎　Ichiro Yabe

4 	 “Frontotemporal dementia with limb-girdle 
muscular dystrophy caused by a DNAJB6 
mutation （LGMD1E）: a new entity ?”
矢部　一郎　Ichiro Yabe
Hokkaido Univ.（日本）

5 	 “SSRI exerts anxiolytic effect via 5-HT1A 
receptors in the basolateral nucleus of amygdala”
泉　剛　Takeshi Izumi
Hokkaido Univ.（日本）

Session 2（Japanese）
Theme : 腫瘍病理　General/Tumor pathology
座長 Chair : 伊藤　智雄　Tomoo Itoh

6 	 「免疫多重染色の診断への応用と未来」
伊藤　智雄　Tomoo Itoh
Kobe Univ.（日本）

7 	 「分子発現プロファイリングによる腫瘍の個別化病理診断」
西原　広史　Hiroshi Nishihara
Hokkaido Univ.（日本）

8 	 「首都医科大学付属北京朝日医院病理の現状」
	 金　木蘭　Mulan Jin

Capital Medical Univ.（中国）

閉会の辞　Closing remarks
西原　広史　Hiroshi Nishihara （Hokkaido Univ.）

開会の辞　Opening remarks
田中　伸哉　Shinya Tanaka （Hokkaido Univ.）
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泉先生

西原先生

鎌田先生（懇親会）

左から津田先生、金先生、谷野先生

伊藤先生（懇親会）

旭川医大の鎌田先生

神戸大の伊藤先生

北大医学部  第二病理同門会  田島会長（当時）

中村仁志夫北大名誉教授（懇親会）

左から受付の岡田、松田、須藤、明坂 左から田中先生、長嶋先生、李先生

李先生（台湾から）

矢部先生

田中先生（懇親会）

金先生（中国から）



12

北
海
道
探
索
病
理
学
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第 3 回 北海道探索病理学研究シンポジウム

～探索医療・基礎と臨床の連携：病理が橋渡しする臨床研究の新展開～
日時：平成25年11月9日㈯12：45より　場所：ホテルニューオータニイン札幌
共催：北海道大学医学部腫瘍病理学分野、協和発酵キリン株式会社
後援：北大医学部第二病理同門会

【セッション1】　病理研究とシーズ探索
（座長 ： 大場　雄介　北海道大学大学院医学研究科細胞生理学
分野）

演題 1 	 清川　悦子
（金沢医科大学病理学Ⅰ講座）
『ライブイメージングと診断をつなぐ～管腔構造の制御機
構の観点から～』

演題 2 	 樋田　京子
（北海道大学大学院歯学研究科血管生物学講座）
『腫瘍血管内皮細胞の特性解明から診断・治療への応用』

【セッション2】　探索病理研究の現状
（座長 ： 田中　伸哉　北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学
分野）

演題 3 	 津田　真寿美
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野）
『グリオーマ診断におけるBRAF遺伝子変異検索の有用性
と治療応用への可能性』

演題 4 	 畑中　豊
（北海道大学病院コンパニオン診断学研究部門）
『コンパニオン診断の現状と今後の課題』

演題 5 	 西原　広史
（北海道大学大学院医学研究科探索病理学講座/北海道
大学病院高度先進医療支援センター生体試料管理室）

『戦略的バイオバンクを利用したがん個別化診断の確立
を目指して』

【セッション3】　病理が橋渡しする臨床研究の新展開
（座長 ： 秋田　弘俊　北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科学
分野）

演題 6 	 木下　一郎
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科学分野）
『HER2過剰発現・遺伝子増幅陽性腫瘍、あるいはHER2遺
伝子変異陽性腫瘍を対象とした個別化治療の臨床研究』

演題 7 	 鳥越　俊彦
（札幌医科大学医学部病理学第一講座）
『がん幹細胞の免疫病理学：次世代がんワクチンを目指して』

演題 8 	 北村　信人
（北海道大学大学院医学研究科スポーツ医学分野）
『多機能ゲルを用いた関節軟骨再生誘導治療法の開発へ
向けた基礎研究』

演題 9 	 佐藤　典宏
（北海道大学病院高度先進医療支援センター）
『北海道大学における橋渡し研究、臨床研究支援の現状と
展望』

閉会の辞　寳金　清博
（北海道大学病院院長）

第 3 回　北海道探索病理学研究シンポジウム

開会の辞　田中　伸哉
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学教授）
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金沢医大の清川先生

樋田先生
木下先生

寳金 北大病院長

札幌医大の鳥越先生

畑中先生
北村先生

佐藤先生

左から植田泰浩先生、大場先生、清川先生、西原先生、田中先生、
樋田京子先生

会場の様子

西原先生

懇親会にて。左から発表の津田先生ほか、
運営スタッフの岡田、毛利、石田、王、松田

秋田先生懇親会の様子 進藤先生
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第 4 回 北海道探索病理学研究シンポジウム

～探索医療：病理が橋渡しする最先端がん臨床研究～
日時：平成26年10月25日㈯13：15より　場所：京王プラザホテル札幌
共催：北海道大学医学部腫瘍病理学分野、協和発酵キリン株式会社
後援：北大第二病理同門会、株式会社モルフォテクノロジー、日本病理学会北海道支部

【セッション1】　最先端がん探索研究
座長 ： 藤田　恭之

（北海道大学遺伝子病制御研究所分子腫瘍分野）

演題 1 	 鈴木　健介
（イルミナ株式会社）
『次世代シークエンサー（NGS）が切り拓く臨床研究』

演題 2 	 大場　雄介
（北海道大学大学院医学研究科細胞生理学分野）
『イメージング技術を用いた分子標的治療薬効果判定法
の開発と応用』

演題 3 	 水上　裕輔
（札幌東徳洲会病院付属臨床研究センター）
『デジタルPCRによる低侵襲がん診断～Molecular 
Biopsyを目指して』

演題 4 	 西原　広史
（北海道大学大学院医学研究科探索病理学/北海道大学
病院臨床研究開発センター/北斗病院腫瘍医学研究所）

『Genotype oriented clinical trailを目指したゲノム病
理診断への挑戦』

【セッション2】　病理が橋渡しするがん臨床研究の最前線
座長 ： 佐藤　典宏

（北海道大学病院高度先進医療支援センター）

演題 5 	 山下　啓子
（北海道大学病院乳腺外科）
『エストロゲン受容体陽性乳癌を対象とした臨床研究』

演題 6 	 渡利　英道
（北海道大学大学院医学研究科婦人科）
『北大における婦人科臨床研究・臨床試験の取り組み』

演題 7 	 木下　一郎
（北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科学）
『HER2過剰発現/遺伝子増幅/遺伝子変異陽性腫瘍を対
象とした個別化治療の臨床研究；経過報告』

演題 8 	 鳥越　俊彦
（札幌医科大学医学部病理学第一講座）
『がん免疫療法のバイオマーカー探索研究』

閉会の辞　寳金　清博
（北海道大学病院長）

第 4 回　北海道探索病理学研究シンポジウム

開会の辞　田中　伸哉
(北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学)

『探索病理学の現状報告』

特別講演
座長 ： 秋田　弘俊

（北海道大学大学院医学研究科腫瘍内科）

矢野　聖二
（金沢大学がん進展制御研究所腫瘍内科）
『肺がんの分子標的薬耐性の克服：アカデミアの挑戦』
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西原先生

木下先生

札幌東徳洲会病院の水上先生

懇親会にて。左から北斗病院の鎌田先生、
GLab の 近藤先生

イルミナ㈱鈴木氏

札幌医大の鳥越先生

大場先生

特別講演の矢野先生（金沢大学）

秋田先生（懇親会）

田中先生

渡利先生

山下先生

座長の佐藤先生 座長の藤田先生

受付にて。湯澤、杉浦、漆戸、松田
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研
究
紹
介 1.個別化ゲノム病理診断確立への挑戦

　平成24年11月より兼務している北海道大学病院高度
先進医療支援センター・生体試料管理室（TR Labo）の設
立準備がほぼ完了。このバンクでは、単に生体試料の保管
だけではなく、従来行ってきた免疫染色による分子発現プ
ロファイルに加えて、次世代シークエンサーによる遺伝子
変異プロファイルやリアルタイムPCRによる遺伝子発現プ
ロファイルを先行して解析することで、個々の患者さんの
病変の個別化診断を行うことを目指している。TR Labo所
属の加瀬谷技師を中心に、2014年春から暫定運用として
患者さんの血液や組織保管を開始。病院の電子カルテと
連動したバンキング
システムが既に稼働
している。また、北斗
病院共同研究員・プ
ロジェクトアシスタ
ントの毛利普美さん
を中心に、北斗病院
腫瘍医学研究所・赤
羽主任らと共に、次
世代シークエンサー

（Illumina MiSeq）
を用いた、FFPE検体
によるゲノム病理診
断の立ち上げを行っ
ており、使用可能検
体の判別、解析デー
タの処理など、臨床
応用可能なレベル
にかなり近づいてき
た。　

2.Genotype Oriented Clinical Trial
　の推進

　上記の個別化ゲノム病理診断の臨床応用として、
Genotype oriented clinical trialの第一号として、腫瘍
内科の秋田教授、木下准教授らによる、「HER2過剰発現/
遺伝子増幅/遺伝子変異を有する進行非小細胞肺癌患者
に対する化学療法
後のトラスツズマブ
の第Ⅱ相試験」を開
始した。これはHER2
遺伝子に変異のある
肺癌患者に、乳癌の
治療薬であるハーセ

プチンを使用する、という臨床研究である。この試験では
微小なTBLB検体からDNAを抽出し、HER2遺伝子変異の
有無を検討する、という最高難度の技術が求められ、これ
を毛利さんと共に施行中である。また、予想されるHER2
変異が、がん細胞においてどのような機能を有するか、In 
vitroでの検討を中島君と共に解析中である。本研究は、日
本におけるゲノム診断をベースとしたがん個別化治療の
先鞭であり、我々が確立した方法論は今後の日本のがん
ゲノム診断の指標となることが期待される。

3.腫瘍のバイオマーカー探索と、
　臨床病理学的解析

　第一外科の川俣太先生（現;市立稚内病院勤務）と医学
部5年生の石田君が中心となって行ってきた、大腸癌にお
けるhCGの発現についての研究は、年内に英文論文とし
て報告できる予定である。また、脳腫瘍における受容体
型チロシンキナーゼの発現プロファイリングは、この春に
MD/PhDコースを卒業した宮崎将也先生（現;研修医）を
中心に解析を行い、現在、論文投稿準備中である。また、髄
膜腫におけるシグナル伝達分子の発現と機能解析は、大
学院クラークコースの湯澤明夏先生が4月から教室に復
帰し、現在、In vivo実験の最終段階に入った。2015年春ま
での論文投稿を目指している。また、転移性脳腫瘍におけ
る責任分子の遺伝子変異検索は、第一外科の大学院生の
小丹枝祐二先生を中心に行っている。現在、頸動脈注射に
よる大腸癌の脳転移モデルの作成に成功し、第二世代株
の樹立まで進んでいる。これから、樹立した転移細胞の遺
伝子発現・変異プロファイルの同定を行う予定。

4.腫瘍のGenotyingと、
　バイオインフォマティクス解析

　種々の腫瘍におけるSomatic mutationを次世代シー
クエンサーにて解析し、Mutation profileの臨床病理学
的解析を行って、最適な治療法を見出す研究を開始して
いる。釧路労災病院での臨床研修を終えた大学院生の石
川麻倫先生と、北斗病院から入学した大学院生の西上耕
平先生が、それぞれ胃癌及び大腸癌におけるMutation 
profileの取得に挑戦中である。さらに、これらの検討の結
果得られたMutation profileから、どのような情報を引き
出すか、また臨床病理学的因子との相関を検討するため
のバイオインフォマティクス解析を行うため、助教の瀧山
晃弘先生と共に、数学科の津田教授、行木准教授らと共同
研究を開始した。未開拓の分野であり、果たして、どのよう
な数理解析モデルが臨床応用につながるのか、大変楽し
みな新規研究テーマである。

特任教授　西原  広史

2014 年 5 月　米国臨床腫瘍学会（ASCO; シカゴ）
にて、福島県立医大呼吸器内科・横内浩講師と

北海道大学大学院医学研究科腫瘍病理学分野「教室だより2013」より（専任教員分抜粋）
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5.DOCK2のリン酸化部位の同定と、
　CRKファミリーの機能解析

　前出の宮崎先生、医学部4年生の中島君、及び大学院生
の吉田美穂先生（血液内科）が中心となって、DOCK2蛋白
のリン酸化部位の同定を行っており、それぞれ、癌化に重

要なキナーゼに対応する複数個所のリン酸化部位を同定
し、現在、細胞のPhenotype解析をほぼ終了しつつある。
この研究によりDOCK2分子の新たな機能解明がなされ
た。共に論文投稿準備中である。

（2014年夏）

　第二病理で特任助教として二年目になりました。御陰様
で大学院生達と共に楽しく研究、病理解剖、教室行事をさ
せて頂いています。下記に研究を中心とした成果をご報告
させて頂きます。

1.脳腫瘍を中心とした研究
　この研究は第二病理出身で現在アメリカ留学中の高阪
さんと共同で研究を行っています。グリオーマ（神経膠腫）
は悪性度の高い脳腫瘍で、長年の研究努力にも関わらず、
効果的な治療法は未だ見いだされていません。新規治療
薬の早急な開発が求められています。
　また近年、腫瘍組織中でのheterogeneityが提唱され
ており、治療標的とすべきは高悪性度の腫瘍細胞と考えら
れます。本研究では、高悪性度を規定する分子を同定し、
治療標的となり得るかを検討しました。
　まず、GBM細胞株U373及びLN443をマウスに皮下移
植し、形成された腫瘍からより悪性度の高い亜株U373X
及びLN443Xを樹立しました。この細胞株を用いて、細胞
増殖能、コロニー形成能、neurosphere形成能、および浸
潤能の検討を行いました。
　さらに臨床検体（grade II～IV）を用いてマイクロアレイ
解析を行い、治療標的となり得る分子を検討しました。結
果はマイクロアレイ解析により、U373X及びLN443X細
胞株においてAdipocyte enhancer binding protein 
1、epiregulin （EREG）及びmicrofibrillar associated 
protein 5の発現亢進が認められました。免疫組織化学的
染色において、EREGの発現量は生存期間と強く相関しま
した。
　GBM細胞株において、EREG刺激またはEREGの過剰
発現は、上皮成長因子受容体（EGFR）およびERKのリン
酸化を亢進させることが明らかとなり、コロニー形成能、
neurosphere形成能、およびin vivo腫瘍形成能を促進さ
せました。
　一方、EGFR阻害剤ゲフィチニブは、EGFRおよびERKの
リン酸化を阻害し、EREG過剰発現U373細胞の腫瘍形成
能を低下させました。EREGが神経膠腫の悪性に関与する

分子の一つであり、EGFR阻害剤は、EREG過剰発現GBM
患者のための候補治療剤となり得ることが示唆されまし
た。

2.初めてのアメリカ学会参加

　昨年、アメリカの学会にデビューしました。場所はアメリ
カ西海岸サンディエゴでした。英語が苦手の私を共に参加
した西原先生が助けてくれ、無事に発表が終わりました。
また西原先生の留学先にも連れて行ってもらいました。
　いろんな先生と話しました。大変勉強になりました!さら
に西原先生に案内して貰って、美味しいメキシコ料理もご
馳走していただきました。
　また第二病理の研究員だった柳先生とも会え、留学先の
いろんな話を聞かせて頂きました。大変有意義な旅でした!
また良い研究成果を上げて、またアメリカの学会に参加した
いです。

今後の展望
　今後も腫瘍病理学分野・探索病理学講座の一員として、
研究、病理解剖、教室行事に携われれば、本当にありがたく
思います。
　この教室を支えてくださっている同門の諸先生方に心
からの感謝を込めて、教室のさらなる発展に向けて頑張り
たいと思います。

（2014年夏）

特任助教　王　磊
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村田純一、山口秀、西原広史、宝金清博、田中伸哉
High grade meningioma の治療成績とMib-1 index
の関係の検討　第29回日本脳腫瘍病理学会 ,2011.5 .20-
21 東京

19. 茂木洋晃、寺坂俊介、小林浩之、鴨嶋雄大、山口秀、
遠藤将吾、宝金清博、高阪真路、田中伸哉、村田純一
画像と病理所見から多中心性神経膠腫と診断した一例
第29回日本脳腫瘍病理学会 ,2011.5 .20-21, 東京

20. 菅野宏美、高橋健太、西正吾、元持雅男、田中伸哉、
長嶋和郎
奇怪な巨細胞が多数見られた rhabdoid meningiomaと
考えられた一例　第29回日本脳腫瘍病理学会,2011.5.20-
21, 東京

21. 佐藤憲市、伊藤民雄、尾崎義丸、及川光照、村橋威夫、
杉尾啓徳、中村博彦、田中伸哉、中里洋一
成人大脳半球に発生した Polocytic astrocytoma の一例
第29回日本脳腫瘍病理学会 ,2011.5 .20-21, 東京

22. 杉尾啓徳、伊藤民雄、尾崎義丸、佐藤憲市、及川光照、
渡邉健太郎、中村博彦、菅野宏美、田中伸哉
IgG4関連肥厚性硬膜炎に合併した漏斗下垂体炎の1例
第29回日本脳腫瘍病理学会 ,2011.5 .20-21, 東京

23. 菅野宏美、谷野美智枝、木村太一、西原広史、竹内朗子、
阿部剛典、尾崎義丸、田中伸哉
急激な経過で死に至った neuromyelitis optica の一剖検例
第52回日本神経病理学会 ,2011.6 .2-4 , 京都

24. 高橋健太、王磊、高阪真路、木村太一、白井紗矢、

工藤伸一、奴久妻聡一、谷野美智枝、西原広史、澤洋文、
長嶋和郎、田中伸哉
JC ウイルスとメチル化遺伝子結合蛋白 MeCP2との相関
に関する検討　第52回日本神経病理学会総会学術研究
会 ,2011.6 .2-4 , 京都

25. 西原広史、菅野宏美、湯澤彩夏、田中伸哉
分子標的治療適応拡大のための個別化病理診断の確立
第15回日本がん分子標的治療学会学術集会 ,2011.6 .22-
24, 東京

26. 高阪真路、王磊、谷地一博、成田拓人、木村太一、
谷野美智枝、西原広史、田中伸哉
グリオーマにおける MGMT 発現調節による抗癌剤耐性解除
の可能性の検討　第15回日本がん分子標的治療学会学術
集会 ,2011.6 .22-24, 東京

27. 田中伸哉、王磊、津田真寿美、ロシャン・マハビール、
アイマン・ジダン、柳紘子、牧野吉倫、谷野美智枝、木村太一、
西原広史
癌化に関与するシグナル伝達アダプター分子 Crk の解析
第70回日本癌学会 ,2011.10.3-5 , 名古屋

〈シンポジウム・特別講義・講演会など〉
1. 田中伸哉
グリオーマの病理学研究の展開：組織診断からプロファイリン
グへ　第14回ジョイントカンファレンス脳腫瘍 ,2011.2 .26 ,
東京

2. 田中伸哉
悪性脳腫瘍の病理　研修医のための脳腫瘍セミナー ,2011.
4 .2 , 札幌

3. 田中伸哉
臨床病理検討会2　指定討論者　第29回日本脳腫瘍病理
学会 ,2011.5 .20-21, 東京

4. 西原広史
「脳腫瘍の臨床病理学的解析と、新規治療戦略の提起」
第27回日本 DDS 学会 ,2011.6 .9-10, 東京

5. 田中伸哉
医療基盤としての新しい病理診断技術のあり方の提案
第3回次世代医療システム産業化フォーラム 2011.8 .26 , 大
阪

6. 田中伸哉
胃癌における HER2発現の評価について　首都医科大学講
演会 ,2011.11.4 , 北京 , 中国

7. 丸川活司、谷野美智枝、宮越理絵、山谷幸恵、森谷純、
畑中豊、久保田佳奈子、三橋智子、田中伸哉、松野吉宏
胸膜中皮腫診断における遺伝子異常検索～胸水セルブロック
を用いた microRNA 解析～　第32回日本臨床細胞学会北
海道支部総会並びに学術集会 ,2011.11.13 , 札幌

8. 田中伸哉
トランスレーショナル・パソロジー：基礎医学と臨床医学の架
け橋　第42回北大医学部泌尿器科研究発表会 ,2011.12.
10 , 札幌

9. 田中伸哉
臨床病理学よもやま話：たかが病理・されど病理　釧路労災
病院講演会 ,2011.12.13 , 釧路

10. 田中伸哉
目指せ医学部：医学部学生生活から医師へ　高校生メディカ
ル講座 ,2011.12.17 , 札幌
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〈一般演題〉
1. Kenji Hirata, Naoya Hattori, Wataru Takeuchi, 
Hiromi Kanno, Osamu Manabe, Tohru Shiga, 
Shunsuke Terasaka, Hiroyuki Kobayashi, Yuji Kuge 
and Nagara Tamaki. 
Risk of FDG as a marker of intratumoral hypoxia of 
glioblastoma mutiforme – Comparison with FMISO 
using semiconductor PET system. S society of 
Nuclear Medicine 2012 Annual Meeting 2012.6 .9-
13, Miami Beach, Florida , USA.

2 . Hiroshi Nishihara, Hiroko Yanagi, Yusuke 
Fukushima, Teruki Yanagi, Lei Wang, Taichi Kimura, 
Mishie Tanino, Masumi Tsuda and Shinya Tanaka.
The distinct role of CRKI, CRKII and CRKL in 
tumorigenesis of human head and neck squamous 
cell carcinoma. Mechanisms & Models of Cancer 

Meeting 2012.8 .1-4　San Diego, USA.

3 . Shinji Kohsaka, Lei Wang, Kazuhiro Yachi, 
Roshan Mahabir, Mishie Tanino, Taichi Kimura, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka
STAT3 inhibition overcomes temozolomide 
resistance in glioblastoma by downregulation of 
MGMT expression. Cold Spring Harbor Laboratory 
Meeting; Mechanisms and Models of Cancer 
2012.8 .14-18, Cold Spring Harbor ,USA.

4 . Taichi Kimura, Lei Wang, Mishie Tanino, Hiroshi 
Nishihara, Shinya Tanaka
Identification and analysis of synovial sarcoma 
initiating cells. Cold Spring Harbor Laboratory 
Meeting; Mechanisms and Models of Cancer 
2012.8 .14-18, Cold Spring Harbor,USA.

5 . Hiromi Kanno, Hiroshi Nishihara, and Shinya 
Tanaka
Clinicopathological analysis of 133 Japanese 
malignant gliomas. 17th Annual Scientific Meeting 
and Education Day of the Society for Neuro-
oncology 2012,11.15-18, Washington DC ,USA. 

6 . Hiroshi Nishihara, Teruki Yanagi and Shinya 
Tanaka
Clinicopathological analysis for angiocentric, 
angiodestructive lymphoproliferative disorder of 
central nervous system. 17th Annual Scientific 
Meeting and Education Day of the Society for 
Neuro-oncology 2012.11 .15-18, Washington DC ,
USA. 

7 . 高橋健太
メチル化遺伝子結合蛋白ＭｅＣＰ２のＪＣウィルス関連蛋白によ
る転写制御の解析　H23年度プリオン病及び遅発性ウィルス
感染症の調査研究班会議合同研究報告会2012.1 .16-17, 
東京

8. 谷野美智枝
労作時呼吸困難　第40回呼吸器病理研究会 2012.1 .21 , 
神奈川

9. 宮 愛香、土岐康通、川内宏仁、久保光司、菅野宏美、
田中伸哉
多臓器に転移を認めた原発不明癌の１例　第262回日本内
科学会北海道地方会2012.2 .18 , 札幌

10. 平田健司、服部直也、志賀哲、孫田恵一、真鍋治、寺
坂俊介、田中伸哉、久下裕司、玉木長良
FMISO PETを用いた神経膠芽腫とGrade III 以下の
神経膠腫の鑑別診断　第71回日本医学放射線学会総会
2012.4 .12-15, 横浜

11. 鈴木なつめ、ヘールナンデス真子、木村太一、谷野美
智枝、西原広史、筒井博之、田中伸哉
子宮体癌化学治療法御に心不全を呈し薬剤性心筋障害
を疑われた１剖検症例　第101回日本病理学会総会、
2012.4 .26-28, 東京

12. 佐藤行真、石田雄介、市原浩司、松川雅則、田中伸哉
腎細胞癌に対するネクサバール投与と放射線照射との相乗作
用により消化管穿孔が誘発された一剖検例　第101回日本
病理学会総会、2012.4 .26-28, 東京

13. 加藤容崇、西原広史、金藤公人、木村太一、谷野美智枝、
佐和弘基、兼田一、長嶋和郎、田中伸哉
Flail arm syndrome の一剖検例　第101回日本病理学会
総会、2012.4 .26-28, 東京

14. 菅野宏美、西原広史、王 磊、木村太一、谷野美智枝、
田中伸哉
髄膜腫における CD163の発現と機能解析　第101回日本
病理学会総会、2012.4 .26-28, 東京

15. 王磊、湯澤明夏、菅野宏美、加藤容崇、西原広史、
田中伸哉
膵癌における DOCK180の発現と機能解析　第101回日本
病理学会総会、2012.4 .26-28, 東京

16. 石田雄介、前田豪樹、岩田祐司、木村仁、星川剛、田
中伸哉
MUM1(IRF4) 陽性 NK/T 細胞リンパ腫の一剖検例　第
101回日本病理学会総会、2012.4 .26-28, 東京

17. 高橋健太、松川敏大、後藤秀樹、遠藤知之、橋野聡、
木村太一、谷野美智枝、西原広史、田中伸哉
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臍帯血移植後にサイトメガロウイルス脳室脳炎を発症した
菌状息肉症の一剖検例　第101回日本病理学会総会、
2012.4 .26-28, 東京

18. 西原広史、湯澤明夏、菅野宏美、小林浩之、寺坂俊介、
田中伸哉
悪性髄膜腫の分子発現プロファイルに基づく予後解析　第
101回日本病理学会総会、2012.4 .26-28, 東京

19. 高橋健太 , 西原広史 , 山口秀 , 寺坂俊介 , 久保田佳奈
子 , 木村太一 , 谷野美智枝 , 長嶋和郎 , 田中伸哉
初発時より11年の経過で放射線照射後に悪性転化をきた
した頭蓋咽頭腫の1例　第30回日本脳腫瘍病理学会 , 
2012.5 .24-26, 名古屋

20. Tamio Ito, Shinya Tanaka, Yoshimaru Ozaki, 
Kenichi Sato, Mishie Tanino, Hirohiko Nakamura
右前頭葉に発生したのう胞性腫瘍　第30回日本脳腫瘍病理
学会 , 2012.5 .24-26, 名古屋

21. 伊東民雄、佐藤憲市、及川光照、中村博彦、寺坂俊介、
宝金清博、田中伸哉、菅野宏美、久保田佳奈子、村田純一
中間型松果体実質腫瘍の臨床病理学的検討　第30回日本
脳腫瘍病理学会 , 2012.5 .24-
26, 名古屋

22. 菅野宏美、西原広史、及川光照、尾崎義丸、谷野美智枝、
木村太一、長嶋和郎、伊藤民雄、田中伸哉
Pineal parenchymal tumor 12例における免疫組織学的
検討　第30回日本脳腫瘍病理学会 , 2012.5 .24-26, 名
古屋

23. 進藤孝一郎、伊藤民雄、杉尾啓徳、尾崎義丸、佐藤憲市、
及川光照、中村博彦、中里洋一、田中伸哉
成人側頭葉に発生した Pilomyxoid astrogytoma の一例　
第30回日本脳腫瘍病理学会 , 2012.5 .24-26, 名古屋

24. 三井宣幸、安栄良悟、和田始、佐藤正夫、折本亮介、
平戸純子、西原広史、三代川斎之、及川賢輔、鎌田恭介
診断に難渋した、ＩＮＩ１染色陽性を示した Atypical teratoid 
/ rhabdoid tumors の一例　第30回日本脳腫瘍病理学会, 
2012.5 .24-26, 名古屋

25. 及川光照、伊藤民雄、菅野宏美、丸尾義丸、佐藤憲市、
杉尾啓徳、田中伸哉、廣瀬隆則、中里洋一、中村博彦
腫瘍内出血にて発症した多形黄色細胞腫の一例　第30回日
本脳腫瘍病理学会 , 2012.5 .24-26, 名古屋

26. 西原広史、湯澤明夏、菅野宏美、田中伸哉
転移性脳腫瘍の MGMT 及び分子マーカー発現プロファイリ
ング　第30回日本脳腫瘍病理学会 , 2012.5 .24-26, 名
古屋

27. 佐藤憲市、伊藤民雄、尾崎義丸、及川光照、杉尾啓徳、
中村博彦、田中伸哉
Lipomatous 髄膜腫の一例　第30回日本脳腫瘍病理学会 , 
2012.5 .24-26, 名古屋

28. 高阪真路、高橋健太、木村太一、谷野美智枝、西原広史、
田中伸哉
グリオブラストーマ細胞を用いたＭＧＭＴ陽性率の違いに
よるＴＭＺの効果の検討　第30回日本脳腫瘍病理学会 , 
2012.5 .24-26, 名古屋

29. 西原広史、湯澤明夏、菅野宏美、田中伸哉
転移性脳腫瘍の分子マーカー発現プロファイリング　第28回　
日本分子標的治療学会 , 2012.6 .27-28, 小倉

30. 高橋健太 , 木村太一 , 王磊 , 高阪真路 , 工藤伸一 , 奴
久妻聡一 , 谷野美智枝 , 西原広史 , 澤洋文 , 長嶋和郎 , 田
中伸哉
メチル化遺伝子結合蛋白 MeCP2の JC ウイルス関連蛋白に
よる転写制御の解析　第53回日本神経病理学会総会学術
研究会 , 2012.6 .28-30, 新潟

31. 西原広史、長嶋和郎、田中伸哉
中枢神経発症の低悪性度血管中心性 T 細胞リンパ腫の分子
病理学的解析　第53回日本神経病理学会総会学術研究会 , 
2012.6 .28-30, 新潟

32. 青柳瑛子、福田有志、木村未歩、渡邉達也、藤岡学、
網塚久人、田中伸哉、長嶋和郎
EUS-FNA で診断した多発肝転移を伴う膵腺扁平上皮癌の１
例　第53回日本臨床細胞学会総会（春季大会）、2012.6.1-
3 , 千葉

33. 西原広史
病理学における橋渡し研究；創傷治癒の臨床病理学的解析

NanoBio 第5回若手ネットワーキングシンポジウム、
2012.6 .8-9 , 神戸

34. 白井慎一、上床尚、廣谷真、佐久嶋研、加納崇裕、
鴨嶋雄大、矢部一郎、田中伸哉、佐々木秀直
中枢神経に限局したアレルギー性肉芽腫性血管炎の1例　第
91回日本神経学会北海道地方会 . 2012.9 .15 , 札幌

35. Roshan Mahabir, Mishie Tanino, Aiman 
Elmansuri, Lei Wang, Taichi Kimura, Masumi Tsuda, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka 
Irradiation Induced Glial-Mesenchaymal Transition 
in Malignant Glioma. 第71回日本癌学会学術総会　
2012.9 .19-21, 札幌

36. Elmansli Aiman, Mishie Tanino, Roshan 
Mahabir, Lei Wang, Taichi Kimura, Masumi Tsuda, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka
Involvement of CrkⅠ and CrkⅡ in epithelial – 
Mesenchymal Transition (EMT) and its Role in Lung 
Metastasis 第71回日本癌学会学術総会　2012.9 .19-
21, 札幌

37. Hiroshi Nishihara, Sayaka Yuzawa, Mitsunobu 
Kano, Shinya Tanaka
Prognostic PDGFR-beta expression in tumor stroma 
of pancreatic adenocarcinoma. 第71回日本癌学会学術
総会　2012.9 .19-21, 札幌

38. 木村太一、王磊、平賀博明、谷野美智枝、西原広史、
田中伸哉
CD133は AKT 経路を介して滑膜肉腫の造腫瘍能を負に制
御する 第92回北海道医学大会腫瘍系分科会（第106回北
海道癌談話会例会）2012.10.6 , 札幌

39. 石川麻倫、湯澤明夏、西原広史、菅野宏美、木村太一、
谷野美智枝、田中伸哉
分子発現プロファイリングに基づく胃癌の臨床病理学的解析　
第92回北海道医学大会腫瘍系分科会（第106回北海道癌
談話会例会）2012.10.6 , 札幌

40. 三田村卓、渡利英道、王磊、菅野宏美、中谷真紀子、
木村太一、谷野美智枝、西原広史、櫻木範明、田中伸哉
micro-RNA-31は子宮体癌において oncogeneとして機能
する　第92回北海道医学大会腫瘍系分科会（第106回北
海道癌談話会例会）2012.10.6 , 札幌

41. 菅野宏美、西原広史、及川光照、尾崎義丸、谷野美智枝、
木村太一、長嶋和郎、伊東民雄、田中伸哉
Pineal parenchymal tumor の臨床病理学的検討　第45
回北海道病理談話会 2012.10.13 , 札幌

42. 湯澤明夏、西原広史、王磊、菅野宏美、小林浩之、
寺坂俊介、木村太一、谷野美智枝、田中伸哉
悪性髄膜腫におけるシグナル伝達分子の発現と予後との相関　
第45回北海道病理談話会 2012.10.13 , 札幌

〈シンポジウム・特別講演・講演会など〉
1. 田中伸哉
トランスレーショナル・パソロジー：癌の基礎研究から創薬を目
指して
北大皮膚科講演会 ,2012.1 .18 , 札幌

2. Shinya Tanaka, Shinji Kohsaka, Kouich Tabu, 
Lei Wang, Masumi Tsuda, Taichi Kimura, Mishie 
Tanino, Hiroshi Nishihara, Hiromichi Kimura
Molecular and pathological analysis of malignant 
glioma: from tissues to therapeutic reagents　第71回
日本癌学会学術総会 ,2012.9 .19-21, 札幌

3. 田中伸哉
悪性グリオーマのトランスレーショナルパソロジー－病理診断か
ら治療を目指して－
第41回静岡県神経病理懇談会 ,2012.9 .29 , 静岡

平成25年（2013）	 42題
〈一般演題〉
1. 小笹真理子、佐賀啓良、宮下憲暢、長佐古友和、三和
公明、斉藤誠、森岡正信、谷野美智枝
右側結腸に限局した一過性虚血性腸炎と思われる1例　日
本消化器内視鏡学会第106回北海道支部例会 2013.3 .2 　
札幌

2. 津田真寿美、王磊、谷野美智枝、木村太一、西原広史、
田中伸哉
膠芽腫におけるチロシンキナーゼ阻害薬耐性メカニズムの解
析　第３１回日本脳腫瘍病理学会　2013.5 .24-25 　東京

3. 谷野美智枝、明坂詩織、石田雄介、木村太一、西原広史、
田中伸哉
術中迅速脳腫瘍診断における電解非接触撹拌技術を搭載し
た迅速免疫染色装置使用の有用性　第31回日本脳腫瘍病
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4. 西原広史、加藤容崇、小林浩之、加藤正仁、伊東民雄、
寺坂俊介、田中伸哉
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野美智枝、西原広史、津田真寿美、田中伸哉
miR-23a による神経膠芽腫の浸潤能亢進とその機能解析　
第102回日本病理学会総会　2013.6 .6-8 札幌
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た迅速免疫染色装置使用の有用性　第102回日本病理学会
総会　2013.6 .6-8 札幌

12. 菅野宏美、西原広史、王磊、木村太一、津田真寿美、
谷野美智枝、田中伸哉
髄膜腫における CD163発現の分子病理学的解析　第102
回日本病理学会総会 2013.6 .6-8 札幌

13. 王磊、津田真寿美、菅野宏美、木村太一、谷野美智枝、
西原広史、田中伸哉
新規シグナル特異的阻害剤スクリーニングシステムを用
いた膠芽腫治療薬の探索　第102回日本病理学会総会　
2013.6 .6-8 札幌

14. 津田真寿美、王磊、谷野美智枝、木村太一、西原広史、
田中伸哉
膠芽腫における分子標的治療薬耐性メカニズムの解明　第
102回日本病理学会総会　2013.6 .6-8 札幌

15. 加藤容崇、西原広史、川俣太、武冨紹信、田中伸哉
大腸癌91例の癌間質におけるCOX-2発現の臨床病理学的
解析 . 第102回日本病理学会総会　2013.6 .6-8 札幌

16. 石田雄介、谷野美智枝、加藤容崇、高橋健太、田中
伸哉
肺気腫合併肺線維症二例における血管病変の解析 . 第102
回日本病理学会総会　2013.6 .6-8 札幌

17. Aiman Elmansuri, Mishie Tanino, Roshan 
Mahabir, Lei Wang, Masumi Tsuda, Taichi , Kimura, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka.
CrkI and CrkII Promote Epithelial – Mesenchymal 
Transition in A549 Lung Cancer Cell Line. 第102回
日本病理学会総会　2013.6 .6-8 札幌

18. 西原広史、樋野興夫、藤堂省、田中伸哉
ERC/Mesothelin is one of principle biomarkers 
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（ERC/Mesothelin は消化器癌における重要な予後予測
因子である）　第17回日本がん分子標的治療学会学術集会 
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19. 松本隆児、津田真寿美、王磊、木村太一、谷野美智枝、
西原広史、篠原信雄、野々村克也、田中伸哉
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新規膀胱癌転移関連分子の同定を目的としたヒト膀胱癌同所
性移植多臓器転移モデルの確立 . 第10回日本病理学会カン
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Molecular and clinicopathological analysis for ERC/
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PDGFRに対する分子標的治療薬耐性メカニズムの解明　第
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24. 三浪友輔、津田真寿美、岩崎倫政、田中伸哉
miR-17は p21を標的としヒト滑膜肉腫の細胞増殖能や
腫瘍形成能を亢進させる　第72回日本癌学会学術総会　
2013.10.3-5　横浜

25. 木村太一、王磊、谷野美智枝、西原広史、田中伸哉
滑膜肉腫幹細胞の同定と解析　第72回日本癌学会学術総
会　2013.10.3-5　横浜

26. 稲村直哉、木村太一、王磊、津田真寿美、谷野美智枝、
西原広史、福田諭、田中伸哉
頭頸部扁平上皮癌における Notch1の役割　第72回日本
癌学会学術総会　2013.10.3-5　横浜

27. Roshan Mahabir, Mishie Tanino, Aiman 
Elmansuri, Masumi Tsuda, Taichi Kimura, Lei Wang, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka
Irradiation induces stem cell enrichment mediated 
by Snail in malignant glioma. 第72回日本癌学会学術
総会　2013.10.3-5 横浜

28. Aiman Elmansuri, Mishie Tanino, Roshan 
Mahabir, Lei Wang, Masumi Tsuda, Taichi Kimura, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka
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epithelial-mesenchymal transition (EMT) in A549 
adenocarcinoma cells. 第72回日本癌学会学術総会　
2013.10.3-5 横浜

29. 谷野美智枝、高阪真路、谷地一博、丸川活司、津田
真寿美、木村太一、西原広史、田中伸哉
Let 7a regulates IL-6 expression in malignant 
mesothelioma (Let7a は悪性中皮腫において IL-6の発
現を制御する). 第72回日本癌学会学術総会　2013.10.3-
5 横浜

30. 津田真寿美、谷野美智枝、木村太一、西原広史、田
中伸哉
BRAF 遺伝子変異によるグリオーマの新規診断技術の検討　
第46回北海道病理談話会　2013.10.12　札幌

31. Masumi Tsuda,Lei wang,Mishie Tanino, Taichi 
Kimura,Hiroshi Nishihara,Shinya Tanaka
Mechanisms of drug resistance to molecular target 
therapeutics against tyrosine kinases as EGFR,c-
Met,and PDGFR in GBM.AACR-NCI-EORTC 
International Conference,Molecular Targets and 
Cancer Therapeutics. 2013.10 .19-23, Boston,USA.

32. Roshan Mahabir, Mishie Tanino, Aiman 
Elmansuri, Masumi Tsuda, Taichi Kimura, Lei Wang, 
Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka
The mesenchymal phenotype in recurrent 
glioblastoma is due to irradiation induced Snail 
expression and resultant EMT. AACR-NCI-EORTC 
International Conference, Molecular Targets and 
Cancer Thrapeutics. 2013.10 .19-23, Boston, USA.

33. Aiman Elmansuri, Mishie Tanino, Roshan 
Mahabir, Lei Wang, Masumi Tsuda, Taichi Kimura, 

Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka
CrkI and CrkII adaptor proteins promotes 
invasiveness and metastasis via epithelial-
mesenchymal transition (EMT) in A549 lung 
adenocarcinoma cells. AACR-NCI-EORTC 
International Conference, Molecular Targets and 
Cancer Thrapeutics. 2013.10 .19-23, Boston, USA.

34. Mishie A. Tanino, Shinji Kohsaka, Kazuhiro 
Yachi, Masumi Tsuda, Taichi Kimura, Hiroshi 
Nishihara, Shinya Tanaka
Let 7a regulates IL-6 expression in malignant 
mesothelioma. AACR-NCI-EORTC International 
Conference, Molecular Targets and Cancer 
Thrapeutics. 2013.10 .19-23, Boston, USA.

35. 杉野弘和、西原広史
流体デバイス研究から臨床展開を目指して　NanoBio　第6
回若手ネットワーキング　2013.6 .14　富山

36. Hiroshi Nishihara, Hiromi Kanno, Yasutaka Kato, 
Shinya Tanaka.
The clinicopathological evaluation of CD163 and 
COX-2 in meningioma; immunohistochemical 
analysis of 76 cases of low- and high-grade 
meningioma. SNO 18th Annual Scientific Meeting 
2013. 11 .21 – 24 , San Francisco, USA

37. Masaya Miyazaki, Hiroshi Nishihara, Taichi 
Kimura, Mishie Tanino, Shinya Tanaka
The clinicopathological evaluation of O6-
mehylguanine-DNA methyltransferase in 
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〈シンポジウム〉
1. 田中伸哉
治療抵抗性を解除せよ：グリオーマをモデルとして . 第102回
日本病理学会総会　2013.6 .6-8 札幌

〈市民公開講座〉
1. 田中伸哉
脳の中を見て自分を知ろう. 第102回日本病理学会総会　
2013.6 .6-8 札幌

〈ワークショップ〉
1. Mahabir Roshan、谷野美智枝、Elimansuri Aiman、
津田真寿美、王磊、木村太一、西原広史、田中伸哉
Snail promotes glial-mesenchymal transition (GMT) 
after irradiation in malignant glioma. 第102回日本病
理学会総会　2013.6 .6-8 札幌

2. 田中伸哉、谷野美智枝、津田真寿美、石田雄介、木村太一、
西原広史、長嶋和郎
BRAF 異常とグリオーマ . 第102回日本病理学会総会　
2013.6 .6-8 札幌

3. 田中伸哉、木村太一、津田真寿美、王磊、仙葉慎吾、
谷野美智枝、平賀博明、大場雄介、西原広史
軟部肉腫におけるシグナル伝達系の異常と治療への応用：
滑膜肉腫をモデルにして . 第102回日本病理学会総会　
2013.6 .6-8 札幌

獲得研究費（研究代表者分）

平成23年（2011）
木村太一

【日本学術振興会科学研究費補助金　若手研究 B】
滑膜肉腫幹細胞の分離・同定と新規診断・治療標的の探索
2011年4月～2012年3月31日

平成24年（2012）
田中伸哉

【日本学術振興会科学研究費補助金　挑戦的萌芽研究】
癌治療薬探索を目指した新規スプライシングモニタリングシス
テム構築への挑戦
2012年4月1日～2014年3月31日

田中伸哉
【日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 B】
滑膜肉腫幹細胞の同定と創薬基盤の確立
2012年4月1日～2014年3月31日

谷野美智枝
【日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 C】

子宮頸癌の放射線治療効果予測における病理医の早期介
入 : 治療早期の上皮間葉移行評価
2012年4月1日～2015年3月31日（予定）

津田真寿美
【日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 C】
次世代分子標的治療実現に向けたマルチキナーゼ阻害薬のリ
プロファイリング
2012年4月1日～2015年3月31日 ( 予定 )

田中伸哉
第一三共生命科学研究振興財団研究助成金
癌化を制御するシグナル伝達アダプター分子 Crkを標的とし
た新規治療薬の開発に関する研究

谷野美智枝
課題解決型医療機器等開発事業
自動化による～新型免疫組織染色装置の開発

菅野宏美
北海道大学クラーク記念財団　博士後期課程在学生研究助成
悪性髄膜腫における CD163の発現と機能解析

平成25年（2013）
木村太一

【日本学術振興会科学研究費補助金　基盤研究 C】
滑膜肉腫起源細胞の同定・腫瘍幹細胞モデルの樹立と新規
治療標的の探索
2013年4月1日～2016年3月31日（予定）

〈その他助成等〉
津田真寿美
新潟大学脳研究所共同研究費
グリオーマの分子標的治療・放射線治療耐性機構の解明と
治療薬の開発

加藤容崇
公益財団法人杉野目記念会
海外研修助成

三浪友輔
公益信託　岩澤ゑい癌研究助成基金
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第103回 日本病理学会 総会 2014年4月24日～26日 広
島国際会議場（広島市）
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Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, Mechanisms 
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Cold Spring Harbor Laboratory Meeting, Mechanisms 
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USA.

26. 王磊、高坂真路、日野原邦彦、漆戸万沙那、谷内一博、
津田真寿美、谷野美智枝、木村太一、西原広史、後藤典子、
田中伸哉 :Epiregulin は ERK/MAPK pathwayを介して膠
芽腫の腫瘍形成性を促進する
第110回北海道癌談話会例会　2014年9月13日　札幌
医科大学（札幌市）

27. 湯澤明夏、西原広史、王磊、菅野宏美、小林浩之、
寺坂俊介、田中伸哉 : 悪性髄膜腫におけるシグナル伝達分
子発現の病理学的検討
第110回北海道癌談話会例会　2014年9月13日　札幌
医科大学（札幌市）

28. 後藤順一、三野和宏、土橋誠一郎、服部優宏、飯田
潤一、堀江卓、小野寺一彦、古井秀典、玉置透、久木田
和丘、目黒順一、米川元樹、川村明夫、田中伸哉 : 生体腎
移植後に発生した肝細胞癌と膵体部癌の一切除例
第101回北海道外科学会　2014年9月6日　かでる2.7

（札幌市）

29. Hiroshi Nishihara, Toshiaki Akahane, Hiromi 
Mouri, Shinya Tanaka, Hajime Kamada:Clinical 
sequencing for 41 FFPE specimen of breast cancer 
using Illumina Miseq
第73回日本癌学会学術総会 2014年9月25日～27日パシ
フィコ横浜（横浜市）

30. Masumi Tsuda, Lei Wang, Mishie Tanino, Taichi 
Kimura, Hiroshi Nishihara, Shinya Tanaka:Role 
of IGFBP2 in acquired drug resistance to TKIs 
targeting EGFR, c-Met, and PDGFR in glioblastoma
第73回日本癌学会学術総会 2014年9月25日～27日パシ
フィコ横浜（横浜市）

31. Shinya Tanaka, Masumi Tsuda, Lei Wang, 
Michie Tanino, Taichi Kimura, Hiroshi Nishihara: 
Resistance to tyrosine kinase inhibitors: Transition 
from mesenchymal to stemness-like features in 
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月25日～27日　パシフィコ横浜（横浜市）

32. Yusuke Minami, Masumi Tsuda, Shinji Kohsaka, 
Shinya Tanaka, Norimasa Iwasaki: MicroRNA miR-
326 promotes tumor growth of human synovial 
sarcoma.  第73回日本癌学会学術総会　2014年9月25
日～27日　パシフィコ横浜（横浜市）

33. 三浪友輔、津田真寿美、高阪真路、田中伸哉、岩崎倫政 :
ヒト滑膜肉腫における miR-326の機能解析
第29回日本整形外科学会基礎学術集会　2014年10月9- 
10日　城山観光ホテル（鹿児島市）　

34. 合田智宏、木下一郎、大泉聡史、原田敏之、西原広
史、畑中豊、田中伸哉、松野吉宏、天野虎次、佐藤典
宏、磯部宏、西村正治、秋田弘俊 : 非小細胞肺癌におけ
る HER2及び関連分子異常の観察研究（HOT1303-A）と
HER2陽性非小細胞肺癌に対するトラスツズマブの第 II 相試
験（HOT1303-B）の進行状況報告
第40回日本肺癌学会北海道支部会 2014年10月11日北
大医学部（札幌）

35. 石川麻倫、毛利普美、西原広史、田中伸哉 : 分子プロ
ファイリングによる若年発症胃癌の臨床病理学的検討、第47
回北海道病理談話会、平成26年10月11日、旭川グランド
ホテル（旭川）

36. 加藤容崇、西原広史、川俣太、本間重紀、高橋典彦、
武冨紹信、田中伸哉 : 大腸癌における COX-2発現の分子
病理学的解析、第47回北海道病理談話会、平成26年10
月11日、旭川グランドホテル（旭川）

37. Heike Keilhack, Satoshi Kawano, Sarah K. 
Knutson, Natalie M. Warholic, Jamie Kubica, Galina 
Kuznetsov, Shanqin Xu, Yonghong Xiao, Roy M. 
Pollock, Jesse S. Smith, Kevin K. Kuntz, Yukinori 
Minoshima, Masumi Tsuda, Shinya Tanaka, Robert 
A. Copeland:Preclinical evaluation of EZH2 
inhibitors in models of human synovial sarcoma. 
Connective Tissue Oncology Society, 2014 Annual 
Meeting, Oct 15-18, 2014, InterContinental Berlin 
Hotel, Berlin, Germany

38. 森谷純、谷野美智枝、遠藤明子、竹浪智子、漆戸万紗那、
瀧山章弘、木村太一、西原広史、田中伸哉 : 電界撹拌迅速
免疫染色機を使用した脳腫瘍術中迅速免疫染色の有用性
第53回　日本臨床細胞学会秋期大会2014年11月8日 -9
日 下関市民会館（下関市）

39. 松本隆児、津田真寿美、篠原信雄、安部崇重、田
中伸哉、野々村克也 :High Aldo-Keto Reductase 
1C1 Expression in Metastatic Bladder Cancer 
Cells Associated with Invasive Potential and Drug 
Resistance. 第66回西日本泌尿器科学会 2014.11.6-8

（倉敷市）

40. 湯澤明夏、西原広史、菅野宏美、王磊、小林浩之、
寺坂俊介、田中伸哉 : 再発髄膜腫における分子発現プロファ
イルの検討、第60回日本病理学会秋期特別総会、平成26
年11月20～21日、国立劇場おきなわ（浦添市）

41. 石川麻倫、毛利普美、西原広史、田中伸哉 : 若年発症
胃癌における分子プロファイリングによる臨床病理学的検討、
第60回日本病理学会秋期特別総会、平成26年11月20～
21日、国立劇場おきなわ（浦添市）

42. 赤羽俊章、坂東伸幸、後藤孝、大貫なつみ、山口朋美、
澤田貴宏、福島佑介、佐和弘基、西原広史 : 甲状腺乳頭癌
の次世代シークエンサー（NGS）による解析、第60回日本病
理学会秋期特別総会、平成26年11月20～21日、国立劇
場おきなわ（浦添市）

43. 山口朋美、川見弘之、中島恵、赤羽俊章、大貫な
つみ、難波清、佐和弘基、西原広史 : 乳腺に発生した
Lymphoepithelioma-like carcinoma （LELC）の1例、
第60回日本病理学会秋期特別総会、平成26年11月20～
21日、国立劇場おきなわ（浦添市）

44. 漆戸万紗那、谷野美智枝、森谷純、木村太一、西原
広史、丸川活司、松野吉宏、田中伸哉 : 胸水細胞診にて肺
腺癌および甲状腺乳頭癌の未分化転化が鑑別に挙がった1剖
検症例
第35回北海道臨床細胞学会学術集会　2014年11月30
日　札幌医科大学（札幌市）

45. Hiroshi Nishihara, Masaya Miyazaki, 
Hiroyuki Kobayashi, Shunsuke Terasaka, Shinya 
Tanaka:Immunohistochemical molecular expression 
profiling for glioblastoma
The 19th Annual Scientific Meeting and Education 
Day of the Society for Neuro-Oncology  Nov 13-16, 

2014, Loews Hotel South Beach（Miami, USA）

46. Shun Kaneumi, Junya Ohtake, Mishie Tanino, 
Takuto Kishikawa, Satoshi Terada, Kentaro Sumida, 
Kazutaka Masuko, Toshiyuki Kita, Sadahiro 
Iwabuchi, Shinya Tanaka, Hiroya Kobayashi, 
Hidemitsu Kitamura:Activation of antigen-specific T 
cells by neuropeptide signaling through neurokinin-2 
receptor on human dendritic cells 
第43回 日本免疫学会学術集会 2014年12月10-12日 国
立京都国際会館（京都市）

〈シンポジウム、特別講演など〉
1. 田中伸哉
臨床病理学への招待 : 歴史・研究・医療−がんと脳を中心と
して−
北海道医療センター講演会　2014年3月26日北海道医療
センター（札幌市）

2. 田中伸哉 
オープンフォーラム :リサーチマインドをもった若手病理研究医
の育成
第103回 日本病理学会 総会 2014年4月24日～26日 広
島国際会議場（広島市）

3. 田中伸哉
教育セミナー : 浸潤性星細胞系腫瘍の病理
第32回日本脳腫瘍病理学会　2014年5月23～24日　あ
わぎんホール（徳島市）

4. 田中伸哉
シンポジウム : 悪性グリオーマの病理診断 :1p/19q co-
deleted oligodendroglioma の病理診断
第32回日本脳腫瘍病理学会　2014年5月23～24日　あ
わぎんホール（徳島市）

5. 田中伸哉
特別講演 :「医の知をもって命を守る : がんを知りがんを制す
る」
第53回北大医学部医学展　2014. 6 . 8 北大医学部フラテ
ホール（札幌市）

6. 三浪友輔、津田真寿美、高阪真路、田中伸哉、岩崎倫政 :
ヒト滑膜肉腫における miR-326の機能解析
第47回日本整形外科学会骨軟部腫瘍学術集会　2014年7
月17-18日　大阪国際会議場（大阪市）

7. Shinya Tanaka: Pathology supports translational 
cancer research. がん研究入門コース  
第73回日本癌学会学術総会　2014年9月25日～27日　
パシフィコ横浜（横浜市）

8. 谷野美智枝
特別講演 : 肺癌における上皮間葉移行（EMT）を介した腫瘍
‐腫瘍間質の相互作用の解析
第47回北海道病理談話会　平成26年10月11日旭川グラ
ンドホテル（旭川市）

9. 西原広史
特別講演 :「腫瘍間質の病理 : 転移性脳腫瘍の血管構築と治
療戦略」
腫瘍内科セミナー　2014年10月4日金沢大学がん進展制
御研究所（金沢市）

10. 田中伸哉
特別講演 : 基礎から学ぼう「がんの教室」
がん診療連携拠点病院市民公開講座　2014年11月29日
市立札幌病院（札幌市）

（論文  19編、発表  56題）

獲得研究費（研究代表者分）
1. 研究代表者　田中　伸哉
エーザイ株式会社との共同研究
課題 :EZH2阻害による滑膜肉腫への作用解析

2. 研究代表者　西原　広史
ノーステック財団「研究開発助成事業」補助金
課題 : 総合的・革新的がんゲノム病理診断システムの開発

3. 研究代表者　木村　太一
ノーステック財団「研究開発助成事業」補助金
課題 : 滑膜肉腫幹細胞における SWI/SNF 複合体の役割の
解析

4. 研究代表者　津田　真寿美
イノベーション拠点形成
課題 : グリオーマの糖鎖解析
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北海道医療新聞「病理学最前線」
（西原広史 特任准教授）
2011.3 .25～6.3

2012.3 .30
北海道医療新聞

（寄付講座延長）

2012.9 .7
北海道医療新聞

（教室探訪 北大第2病理：田中伸哉 教授）

コラム連載
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2013.11.09
十勝毎日新聞

（がん遺伝子診断開始：西原広史 特任准教授）

2013.05.24
北海道医療新聞

（医療安全地域代表 田中伸哉 教授）

2013.11.15
北海道医療新聞

（探索病理シンポジウム：西原広史 特任准教授）

2013.08.30
北海道医療新聞

（がん哲学外来を計画：西原広史 特任准教授）
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2013.04.05
北海道医療新聞

（北大創成シンポジウム：田中伸哉 教授）

北海道新聞［医療］

「がんの教室」 （田中 伸哉 教授）2013.8.7 ～ 2014.9.24
コラム連載

検索　「道新がんの教室」　http://www.hokkaido-np.co.jp/cont/health_news_gan/
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